
＜実証実験概要＞
複数の公共交通（鉄道、路線バス、AI相乗りタクシー）間の連携を通じ、ドア・ツー・ドアの移動サービスを、都市部の大サ
ンプルモニターへ展開した実証実験を行い、各種サービスの受容性や生活関連サービスとの連携可能性を含めたビジネ
スモデルの成立可能性を検証する。

〇実験期間：2019年11月1日～11月30日

〇参画する事業者等
静岡鉄道(株)、静岡市、商業組合静岡県タクシー協会、
(株)エスパルスドリームフェリー、静岡市社会福祉協議会、
静岡商工会議所、公益財団法人するが企画観光局、
(株)静岡銀行、静岡運輸支局、静岡国道事務所、
(株)未来シェア、静岡市内タクシー事業者９社 等

〇MaaSアプリの構築・提供
＜対象交通手段＞
鉄道、バス、AIオンデマンド交通（AI相乗りタクシー）

＜提供するサービス＞
経路検索、予約、決済

〇特記事項
・AI相乗りタクシーは通常のタクシー運賃に比べ 、
25%割引
・ETC2.0データや民間プローブデータ（タクシー・路線バス、
貨物車両も含む）の蓄積データを活用した推計所要時間
を用いたシステムの検討
・商業、病院・福祉等との今後の連携可能性を検討
・交通系ICカードLuLuCaを活用したデータ分析

静岡県静岡市における地方都市型MaaS実証実験
（国土交通省 新モビリティサービス推進事業選定（地方都市型））

＜展開エリアイメージ＞


